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1．はじめに
　2002年3月、日本商工会議所の検定から、英語に関する二つの検定が無く
なった。英語ビジネス文書作成技能検定（旧名称・タイプライティング検定）
と商業英語検定である。前者の検定は、私が白鴫短大で学生を教え始めてか
ら、ずっと学生がチャレンジし続けてきた検定であった。
　この日本商工会議所の英文タイプライティングの検定は、最も難易度の高
いA級から初級クラスのE級まで5つの級がある。A級は50単語／分以上の
速さで正確に文書を打ち、英文のビジネスレターを筆記体の英語のメモから
書き起こすことができ、内容に適した形式で見やすい表を作成でき、貿易用
語に関する知識も持っていることを証明するものであった。B級は40単語／
分、C級は30単語／分、D級は25単語／分、E級は20単語／分であるが、こ
の速度計算は、現在の日本語のワープロ検定と異なり、極めて正確性を重視
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しているものである。国際タイプライティング競技規則の計算式を紹介する
と、以下のようになり、単位は単語／分（Words／minute）である。
　　　　　（総ストローク数／5ストローク）一（エラー数×10ワード）
　　　　　　　　　　試験時問（10）
　総ストローク数というのは、入力した文字、スペース、句読点の総数であ
るが、それを5ストロークで割ることによって、総ワード数というものが出
てくる。この総ワード数から、1エラーに対し10ワードのペナルティを差し
引き、それを時間で割ったものが速度（単語／分）になるのである。A級の
50単語という速度がどの位かを簡単に説明するならば、1分問に50単語、つ
まり250ストロークを正確に入力できる速度であり、これは1秒間に4回以
上指が正確に動いているということを意味するのである。
　白鴎短期大学部に入学してきた学生の中には、商業高校で日本語のワープ
ロ検定の資格を取得してきた学生も多いが、一様に驚くのがこのペナルティ
の厳しさであった。例えば、一生懸命1000ストロークの英文の文書を打って
も、20ヶ所で間違ってしまったら、速度は0になってしまうのである。1000
ストロークの文書とは、ダブルスペース（現在打っている行と次の行の間に
1行の空白を作るスタイル）でA4版の用紙で3分の2以上の量である。ま
さか20ヶ所で間違うことはないだろうが、それとしても速度が0になってし
まうペナルティの厳しさは、タイプライティングが「清書する機械」として
みなされていた歴史を考えなければ、理解しがたいであろう。
　1970年代の後半、私はメーカーの海外部に所属していた。海外の会社との
特許の申請や貿易業務に関する英文のレター作成、貿易の書類作成が主な仕
事であった。まだ電動タイプライターというものが主流であり、I　BMのボー
ル型活字のタイプライターが使われ始めた頃である。手動式のタイプライター
に比べ、全ての文字がタイピストの指の力に関係なく美しく打ち出されるの
を、I　BM社の説明会で、うっとりと眺めた覚えがある。その後、粘着テー
プを使っての修正が可能になった。これも、画期的な出来事であった。
　原本の写しを作る場合、現在のように複写機でのコピーが当たり前ではな
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く、全ての英文レターや契約書はカーボンコピーを使って、2部、3部と複
写されていた。当然のことながら、一度間違ってしまうと、一枚目の原本
（オリジナル）だけでなく、カーボンコピーも全て間違ってしまう。仮にタ
イプをした段階では問違いが無くても、契約書の作成では修正や変更がつき
ものである。時間に追われながら、練りゴムや砂消しゴムなどを使って、い
かに美しく速く修正するかを、みなで工夫したものであった。
　この頃のタイプライターは、全くの清書機であった。原稿を作成する人が
いて、それを正確に美しく清書することが、タイプライターを打つ者の使命
であったのである。英文のビジネス文書を作成していると、日本語の文書に
は無いものが出てくる。Identi伽ation　Marksと呼ばれるものである。英文
レターの一番下に、TH／kkとあった場合、THはそのレターに署名をした
人のイニシャルであり、kkはそれをタイプした人のイニシャルである。TH：
／hh／kkとなる場合もある。署名するのが白鴎太郎氏で、原稿を作成した
のが白鴎花子さん、タイピストが川口桂子のような場合、このようにタイプ
される。入社して海外部に配属され、初めて原稿を渡されて私が英文レター
を打つことになった時、先輩からこのldentification　Marksというものにつ
いて説明され、責任の所在を明確にする欧米ビジネスの厳しさを見たような
気がした。
　美しく清書をすることがタイピストの使命であるなら、短時間でより正確
に、簡単なメモから美しいビジネス文書を作成できることが、英文タイピス
トに要求される技能となる。であるから、長い間タイプライティングの検定
は、速さと正確さを測るものであった。そしてタイピストの養成学校では、
タッチメソッドを身につけることに多くの時間を割いたのである。
　タッチメソッドとは数年前まで、ブラインドタッチと呼ばれていたキーボー
ドから入力するときの技術である。1882年にアメリカのタイプ学校のロング
レー婦人が両手の指を使ってキーボードを見ないでタッチタイプする事を主
張し、キーボードを見ながらタイプするサイトメソッドと論争になった。
1888年に両者の代表がシンシナティで対決し、結果はタッチタイプの圧勝に
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なってから、タイプ学校ではタッチメソッドが教えられるようになったのだ
と、大阪成膜短期大学の亀井清氏は紹介している（rこみちカフェ」キーボー
ドの話　2003．11．14）。最近では、考えながら作業をするという「作業の本
質」に注目し、タッチメソッドで入力する作業を「創造作業・コミュニケー
ション作業」の一部と考える説もある。タイピング・ソフトウェアの作家で
あるDick　Ainsworth氏は、r作業のプロセス（キーを打つこと）ではなく、
作業の結果（コミュニケーションの技能）に焦点を置くような用語として、
Creative　KeyboardingやBurst　Typing」という言葉を使っている。
2．タッチメソッドの指導にTW　lをとりいれて
2，1　タイプライターからワープロ、そしてパソコンの時代へ
　1986年10月、初めて白鶴大学でタイプライティングを教えた日から、既に
17年が過ぎた。最初の講義の折には、中学校や高校にもあるようなごく普通
の机の上に、オリベッティー社やブラザー社のタイプライターがのっていた。
色々な学生が使うこともあり、タイプライターのキーが劣化してポロリと落
ちた。短大に教えに行く時には、瞬間接着剤が必需品であった。当時の英文
タイプライターの価格は2万円～3万円であったが、全員が卒業後使用する
環境でもなかったので、大半の学生は購入しなかった。日本商工会議所の英
文タイプライティングの検定の都度、貸し出し届を学校に提出して、借りて
受験する状況であった。もちろん、試験場は白鴎大学ではなく、一般試験場
の小山の商工会議所だった。タイプライターがあまりにも重いので、海外旅
行に行くときに使われるキャスターつきのトランクにつめて、タイプライター
を試験場まで運んだ学生もいた。そのため移動中に機械が不調となることも
しばしばで、「いつもの実力が出せなかった」と検定直後に泣き出す学生も
いた。当時の学生のほとんどは、入学までタイプライターに触れたこともな
かった。学期の終わりに、キーボードも見ずにタイプライターがスラスラと
打てるようになると、r半年前の自分を考えると、まるで夢のようです」と
いう感想が多く聞かれた。
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　タイプライターで講義をしていた時代から考えると、講義の環境は激変し
た。入学してくる学生の大半は、小学校・中学校・高校のいずれかで情報処
理を学んだ経験がある。以前は、タイプライターやワープロが無かった家庭
も多かったが、現在は家族の誰かはパソコンを持っていて、家でも練習がで
きる時代となった。では、この環境に相応して、学生はパソコンを使いこな
しているのだろうか。残念ながら、使ってはいるが、使いこなしているとは
言えないと私は考える。では、使いこなすとは、どのようなことを意味する
のか。私は、少なくとも「鉛筆でメモをとる速度で入力できること」がその
最低条件だと考えている。鉛筆でメモをとる速度でキーボードで入力ができ
るのであれば、思考を中断せずに、パソコンを使いこなすことができるから
である。
2．2　タッチメソッドという技術の指導にTW　lを導入した経緯
　1996年頃まで、私はキーボードを速く正確に打つことに重点を置いて指導
し、そのためには姿勢がとても重要であることを学生に伝えてきた。タッチ
メソッドというのは、理論ではなく技術である。その技術を指導する方法に、
私はTWIという指導方式を用いた。
　TWIはTraining　Within　Indus噂と呼ばれる指導方式である・その前身と
もいうべき3段階の指導方式は、18世紀頃ドイツの哲学者・教育学者により
議論されたものであるという。その後アメリカにわたり、現在の4段階指導
方式の原型ができた。このTWI訓練方式は、第一次大戦中にドイッからの
レンズの輸入が途絶えたアメリカが、何とかしてレンズ磨きの技能を効率よ
く習得・伝達する方法がないかと苦慮した結果、発見した技能の伝達方法で
ある。これにより、ドイツの職人芸的な技能までもがHow　Toとして、誰に
でも同じように伝達されることが可能になったのである。我が国においては、
第二次世界大戦後、我が国の産業復興のための技能訓練方式として導入され、
今日まで生産部門やサービス部門などあらゆる業種の職場において活用され
実績をあげている技能伝達方法である。
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　1995年当時、タイプライティングの授業で、入力の速度が伸びる学生の多
くがたまたま幼い頃にピアノをやっていた経験があることを知り、入力の姿
勢と入力の速度や正確さに関係があるのではないかと感じていた。けれども、
具体的にどのように正しい姿勢を指導すればよいのかと模索していたときに
出会ったのが、このTWIの指導方式であった。当時、栃木県内では企業以
外の一般向けの研修は実施されておらず、やっと渋谷の日本産業訓練協会で
講習を受けることができた。渋谷でも企業以外からの参加者は私だけであっ
た。現在でも、TWIはあくまでも企業の技能伝達方法と考えられているが、
小中学校の教育の現場でも活用できると私は考えている。（TW　Iをタッチ
メソッドの指導に導入した詳細については、白鴫女子短大論集1996，21（1），
P39－P61研究ノート「タッチメソッドの第一歩（姿勢）の指導にTW　Iを
取り入れて」で説明した。）
　このTWIを使っての技能伝達では、「作業分解シート」というのを作成
する。例えば、rタッチメソッドの第一歩のローマ字入力　ガイドキーの練
習」では、次のような作業分解を行った。ここで、使われる用語を解説する
と「主なステップ」（動詞形であらわされる）とは「仕事を進めるための主
な作業手順」を言い、「急所」（形容詞形・副詞形であらわされる）とは「ス
テップについで次にあげるもの　①仕事をでき上がらせるか、だめにするか
を左右するもの　　成否　②危険　　作業が怪我をするおそれのあること
安全　③仕事をやりやすくするもの一勘、こつ等」をさしている。言葉の
上で、r勘とこつ」というのは混同されやすいが、TW　Iではまったく異なっ
たものとして両者を区別している。TW　Iでは「勘」の「Feeling」よりも、
「こつ」の「Knach」の方が動作を伴い、細かく作業分解できるので、教え
やすいものとされている。
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　　　　　　作業分解シート
．．旦ニヱ宝入左¢1ガイ．腔二墨照KL≡璽錬習．．箆必乏蓋z豊．匙2笙二麹＿
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主なステップ 急 所
．．1、≧．．遡2ゑ＿
．．鉛．．去二述二．Bを拠2上に置《．．
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．．9．．手。塑2量盃＿
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．、◎．．主二をむ2題習．壼玄る．．．
．．机の孟前に上．．．藁2位置を岱そ一¢と前に．．＿
．．王泳ぎ璽範囲に上．．必要塗』物を』そ一ろ盈て一．．
．、Ω．．実際．にガご〔．ド主コを虹2．．．
．、螂塗2座むよ．至．1Ω．、至壼丸≦＿。＿。＿．
．．豊2．¢～ガイ．E主二にま髄¢世■．．．．．．．．．．
．．左上凌藻右王¢随紅壼感蔓な溢ら．．．．．．．
．．ソズミカ2k監．．蚤㊤彪に気を2は二．．
、、豊2一¢！ガゴ．昼主二にま旨を㊤量■．．
．．z谷』二z！△二1さ直毛謝旨怨＿．
．．！2空二．≧患二は直手一杢担で、、
　TWIでは、作業を教える場合には「言う」だけでも「やって見せる」だ
けでも不十分であり、「言って聞かせ、やって見せる」ことが重要だとされ
ている。であるから、TW　Iの研修では、参加者全員があるときは指導者と
なり、あるときは習う側になって、作業を教える場を体験することになって
いる。習う側は指導者のステップや急所を「言いながら」作業を進める。こ
の「言いながら」ということは、学ぶ側が急所を急所として頭に整理し、記
憶じているかを確かめるためのものである。たとえ動作として急所を正しく
実行できていても、学ぶ側は急所として意識してやっているのか否かは、外
見だけでは識別できない。急所を復唱しながら作業を進める事によって、教
える側は習う側の理解の程度が確認できるのである。このため、急所を表現
する言葉は復唱しやすいように、短く的確にすることが必要になる。
2　3　学ぶr主役」は誰なのか
TWIには教え方の4段階というものがある。
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　　　　　（J　I資料1）
一仕事の教え方一
　用意の仕方
教える前に
訓練予定表を作る
だれを…・…………・曹
どの作業に一一…
いつまでに臼…・・……
作業を分解する
主なステップを列記する
急所を取り出す
　　　　　（安全は常に急所〉
すべてのものを周意する一
正しい設備，道具，材料その他必要
なもの
作業場を整備する
f乍業員が常に守ることになっている
ようにきちんと
労働省職業能力闇発局
　　　　　（不許被製）
　一教え方の4段階一
第重段階一習う準備をさせる
気楽にさせる
伺の作業をやるかを謡す
その作業につ、・て知っている握痩を確かめる
f乍業を覚えたい気持きちにさせる
氏しい位置につかせる
第2段階一作業を説明する
　1二なステップを一つゲつ霞って聞かせ。
　　　　やって見せ。かいて兄せる
急｝瞬を・強ロ霧量る
はっきりと，ぬかりなく，象艮気よく
理解する能力以上にしいない
第3段階一やらせてみる
やらせてみて一間違いを直す
やらせながら．作業を議明させる
もう一度やらせながら，急所を爵わせる
わかうたとわかるまで確かめる
第4段階一教えたあとをみる
佳事につかせる
わからぬときに聞く人を決めておく
たびたび調ぺる
質閣するようにしむける
だんだん指導を減らしていく
相手が覚えていないのは自分が教えなかった
のだ
TW　Iの教え方のカードより
　その第一段階は「習う準備をさせる」である。授業でも仕事でも、その成
果が出るかどうかは準備の良し悪しが、事の成否の半分を左右すると考え、
TW　Iでは教える場の主役の習う側に、習う準備をさせることが重要と考え
ているのである。学校で教える場合、教師はともすると教材の準備に時間を
とられてしまいがちであるが、技術伝達の場合、習う主役のいわば学生側に、
習う準備をさせることが重要というのである。自分が教える「主役」のつも
りでTWIの研修を受けていた私にとって、教える場の主役は「習う側」で、
「習う側に準備をさせる」ように教える側が導く、という発想は目から鱗が
落ちる思いであった。「習う準備」を具体的にあげると以下のようなもので
ある。
（1）気楽にさせる
（2）何の作業をするかを話す
（3）その作業について知っている程度を確かめる
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（4）作業を覚えたい気持ちにさせる
（5）正しい位置につかせる
　TW　Iの研修の後、私は最初の講義をr習う準備」にしたがって、意識的
に進めてみることにした。雑談や自己紹介などのアイスブレイキングゲーム
を行ってクラスが和やかな雰囲気になった（1）後で、パソコンが使えると
どのような点が便利であるかを話し（2）、アンケートで今までのパソコン
に関する知識を尋ね（3）、タッチメソッドを習得した場合の健康への効果
を伝えた。私の手元が見える位置に学生に集まってもらい、半期の練習の後
に実際に学生が到達するであろう25単語／分のスピードで、原稿を見ながら
タッチメソッドで入力する。手元を見ずに入力することが、いかに目に楽か、
首の動かし方なども含めて説明した（4）。（5）については、学生が見やす
い位置で説明をすることを心がけた。前に立って説明をすると、右手と左手
が逆になる場合には、ホワイトボードにキーボードを書き、その上に手をの
せてみせるというようにしたのである。
　「習う準備」を丁寧に行ったことで、多くの学生はタッチメソッドの良さ
は認めてくれた。けれども、中には「自分はそんなに速く打てる必要はない」
と尻込みする学生も現れた。なるほど、すべての学生がパソコンの入力の仕
事に就くのであれば、なるべく速く正確に打てることが必要となるであろう。
が、今現在ほとんどの学生にとって必要なのは、「鉛筆でメモを取れる速度
で入力ができる」ことではないか。レポートや論文提出の際、パソコンを使
えば編集が楽だと思いつつも、入力の速度が遅くて思考の中断となるため、
パソコンでの入力を諦めてしまうという学生が多かった。r機関銃のように
速く打てなくても、鉛筆でメモを取るのと同じ程度の速度で入力ができたら、
便利ではないか」と尋ねてみたところ、ほとんどの学生が頷いた。そこで、
測定方法を考えてみた。当時の英文タイプの検定は、10分間で打った文字を
測定して、打つ速度を計算した。同じように10分間で、後で自分が読み返せ
る程度の走り書きで、なるべく速く原稿を写してもらうことにした。実際の
講義では、次のように説明して実施した。
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　　r電話でメモをとっている時のことを、思い出してください。後で、読ん
　で自分で分かれば良いくらいの字で、なるべく速く書いてください。あくま
　でも、清書するのではありませんし、お隣の人との競争でもありません。」
　日本文と英文をそれぞれ10分間測り、書けた文字数を数え、1分あたりど
のくらいの文字が普段書けているのかを計算してもらった。これにより、自
分が目指すべきスピードの目標値が出てくる。思考の流れを中断しない入力
速度は、他と比較する必要はないのである。書く速度を測定した大半の学生
は、10分間を2回猛烈な速さで書くことがいかに大変であるかを実感した。
　次の段階では、手書きのスピード測定に使ったものと同じ問題で、パソコ
ンのキーボードで入力をする。手書きの速度とパソコンでの入力速度の両方
の測定を行うことによって、学生は現在のパソコンでの入力の速度と、将来
自分の入力目標値を具体的に知ることになるのである。書く速度に個人差が
あるように、将来の目標値も違う。
　下の表を見てみると、いかに手書きの速度に個人差があるかが良く分かる。
手書きが速い学生とゆっくりしている学生では、文字数で100％以上の開き
があるのである。
　　　　　　　表1手書き入力とパソコン入力の速度
学生 日本語手書き 日本語入力 英語手書き 英語入力
A 512 153 929 260
B 563 276 1012 431
C 582 365 1231 705
D 712 229 695 458
E 441 179 829 330
F 418 130 732 234
G 498 174 1110 274
H 422 79 647 243
1 400 155 866 275
」 486 205 521 244
K 849 122 600 372
L 400 160 1072 222
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　こうして、初めての講義でタッチメソッドという技能を「習う準備」を丁
寧にし、学生自身が学ぶ「主役」であることを自覚し、自分の将来の具体的
な目標が定まると、それ以後の講義は、学生にとって、他との競争ではなく
自分との競争になるのである。「タッチメソッドの宿題は辛かったが、教室
で友人と励ましあって頑張ったのは今でもいい思い出です」という感想が、
毎年学生の答案に書かれるのは、彼らが自らを学ぶ「主役」と自覚したから
であろう。
　私は検定の合否で学生の努力を測るべきではないと考えている。検定の合
否は確かに普段の努力の結果であるが、当日の体調なども影響して、思うよ
うな結果が出ない場合もある。であるから、不合格であっても、怠けていて
不合格とは考えないことにしている。学期末に検定の他に実技の試験を行っ
ているが、毎年練習不足で何度も落ちてしまう学生がいる。その学生が、最
後に合格ラインを達成できた時「私にもできました」と、本当に嬉しそうな
顔をする。講義の実技の試験では決して良くない点数であったのに、次の年
にぜひ検定を受検したいと自ら申し出てくる学生もいる。技術を学び、それ
を磨くことの中には、自分が学ぶr主役」であり、やればやっただけの効果
があると自らを信ずることができる何かがあるのであろう。
3．軽視されがちな技術の教育
　東洋経済ジャーナルの2002年12月号のマガジン・ウィンドウズに、真珠湾
攻撃の通告文手交の定説をひっくり返すような新説が紹介されていた。（『文
芸春秋』12月号、斎藤充功「真珠湾『騙し討ち』の新事実」）タイピストや
タッチメソッドを教えている者であれば、誰もが知っている真珠湾攻撃の通
告文手交の遅れに対する定説とはどんなものなのであろうか。マガジン・ウィ
ンドウズの見出しの最初の部分に、その定説が紹介されている。
　　「開戦通告の遅れはタイピングの拙さではなかった？
　　12月8日は太平洋戦争の開戦日。毎年この日になると、苦い思いをする
　日本人がかなりいるはずだ。それは開戦の対米通告文が、真珠湾攻撃開始
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　から55分も遅れ、ルーズベルト大統領から「トレチャラス・アタック（騙
　し討ち）」と罵られ、その日から日本人が軽蔑の対象になったからである。
　　しかも通告文手交の遅れの原因がひどすぎた。日本大使館員が英文タイ
　プを打つのが下手で、清書に時間がかかり過ぎたためというのだから、いっ
　そうやりきれない。」
　この編集後記には、さらに憂欝になるような新事実、つまり12月8日に行
われていた日本人武官の葬儀に、タイプ済みの対米開戦通告文を持参して列
席したものの、延々と続く追悼の辞を中座できなかったことによって、アメ
リカ国務省に1時間以上も開戦通告文を届けるのが遅れたという新説が紹介
されている。
　どちらの説が真実であるかは、ここで論ずるべきことではない。タイプに
時間がかかりすぎるのなら、なぜタイピストではなく、外務省の高官がタイ
プしていたのか。私がずっと不思議に思っていたことであったが、今回の斎
藤氏の新説にその答えを見つけることができた。
　　r結城証言のr数通の電報」の中には、九〇七号電や第十四部を発電す
　る直前に打たれた『申ス迄ナキコト乍ラ本件覚書ヲ準備スルニ当タリテハ
　タイピスト等ハ絶対二使用セザル機密保持ニハ此上共慎重二慎重ヲ期セラ
　レタシ』と、厳秘を支持した九〇四号電も一緒にあった可能性が高い。」
　（『文芸春秋』12月号141頁上段L6～L11）
　秘密保持のためにタイピストには依頼せず、普段タイプなどを打っていな
かった高官の奥村一等書記官が、慣れぬ手つきでタイプを打ち、浄書のタイ
ピングに時間がかかり過ぎたことが、対米通告文手交の遅延理由の定説となっ
ていたのである。仮にこの定説が真実であったなら、外務省の高官でありな
がら、極めて単純なタイピングの技術に未熟であったために、開戦前に通告
文を届けられず、「卑怯な国」というレッテルを日本が貼られてしまったこ
とになる。
　タッチメソッドは、練習を続けさえすれば、運動神経がとりわけ良くない
人でも、指が長くない人でも、誰もが等しく習得することのできる、単純な
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技術である。
　　「単純な技術を政府の高官が習得していなかったばかりに、日本は卑怯
　な国と言われることになった。みなさんは、技術を教えることにプライド
　を持って欲しい。」
　とは、日本商工会議所の英文タイプライティングの会合で、高齢ながら現
役で活動しておられた先生に言われたことであった。その先生は、
　　r人間は使わないと、どんどん研ぎ澄まされた知覚というのが無くなっ
　てしまうようです。私は以前、手動のタイプライターを打っている学生を
　後ろ側から見ていて、違う音がすると、r君、今打ったのは違うキーの○
　のはずだよ。』と指摘できていたのです。」
　と言われるように、タッチメソッドの技術を教えることに、非常に誇りを
持っておられた。
　現在、タッチメソッドを指導している者すべてが、この先生のように技術
を習得させることに誇りを持って指導しているかといえば、否であろう。何
故なら、小学生でさえパソコンのキーを叩くことはできるからである。しか
し、ここに大きな勘違いがあるのではないか。パソコンのキーを叩くことと、
タッチメソッドが出来ることは違うのである。では、本当にタッチメソッド
が出来ることは、どんなことなのか。私はそれを、前述したように、ペンや
鉛筆と同様に筆記用具のようにキーボードを使いこなすことではないかと考
えている。私たちは良いアイディアが浮かんだ時にメモを取る。そのメモを
取るのと同じくらいの速さで、もしキーボードを叩くことができたなら、パ
ソコンはその人にとって、筆記用具と同じくらい便利なものになるのである。
例えば、ピアノはピアノの鍵盤を押せば音が出る。正しい指の運び（運指法）
を覚えなくても、曲は弾ける。けれども、ずっと鍵盤を見ながら曲を弾くの
は大変である。音楽を楽しむ余裕も生まれない。パソコンも同じである。キー
ボードを見ながらの入力は大変疲れる作業で、アイディアの流れを止めてし
まうものなのである。
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4．タッチメソッドは何故必要か
4．1　考える速度でキーボードを打つということ
　私はここ数年、学生に「考える速度でキーボードを打とう」と指導してき
た。「考える速度」の目安に、最初の講義で個々の学生のr手で書く速度」
を測定し、自分の入力の最終目標を「自分の手書きの速度」にしたのは前述
したとおりである。「考える速度」など測定できるはずがない、という人も
いるだろう。また、なぜ「考える速度誕手書きの速度」なのかと問う人もい
るだろう。私は次のように学生に説明している。
　自分で考えた内容を発表するには、色々な手段がある。話す、歌う、体で
表現するなどは、一時的に考えた内容を伝えることができるが、時間ととも
に忘れ去られてしまったり、的確に第三者に伝えられなかったりする。それ
に比べ、書いたり、描いたりという行為は、時間や空間を経ても、第三者に
考えた内容を伝えることができる手段である。通常の場合、考えた内容を書
くのは、手書きが多い。あふれるようにアイディアが湧くとき、手でメモを
取るのもおぼつかないと感じることも多いだろう。でも、まずは紙にメモを
残し、メモを頼りにそのアイディアを深めていくことが多いのではないだろ
うか。ここで、私が「考える速度」と呼んでいるものは、「内なる考えを外
に発するときの速度」つまり手書きの速度である。
　私が手書きの速度を問題にするのは、中高年のビジネスマン対して行われ
たアンケートの中で「パソコンを仕事に使わない理由」の回答に考えさせら
れたからである。仕事に使わない理由の上位にあったのは、「パソコンは便
利だが、入力で手間取っている間に、せっかくのアイディアを忘れてしまう」
というものであった。もし彼らが、考える速度でキーボード入力できたなら、
アイディアの提案もより速やかに行われるはずなのに、なんと残念なことだ
ろう。彼らはパソコンの便利さは理解しているのだが、入力の速度が遅いた
めに使うことを躊躇しているのである。彼らにとって、パソコンはペンや鉛
筆に代わるものでなく、まだ清書機の段階なのである。だからこそ、仕事の
効率を考えたとき、彼らはパソコンを使わない（使えない）と答えたのであ
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る。
　では、彼らの多くは、パソコンは不必要と考えているのであろうか。決し
て不必要と考えてはいないであろう。現在の企業では、パソコンは不可欠に
なっている。インターネットでrタッチメソッド」rブラインドタッチ」で
検索すると、そのヒット数は膨大な数になる。この中で、現在の企業がいか
にタッチメソッドを重視し始めているかを紹介している記事を取り上げてみ
よう。
　　「孫社長は役員にキーボードを見ないで操作するブラインド・タッチを
　義務付けた。社内のテストに合格すれば三百万円のボーナスを与え、逆に
　期限までに合格できないと二百万円給料をカットする」（日経産業新聞
　1996．4．9）
　I　Tの関連企業として有名な会社であるのに、なぜタッチメソッドに社長
命令が下るのかは、企業の現状と無関係ではないようだ。
　　「実のところ、パソコン練達の士が集まる富士通社内でさえ、タッチタ
　イピングをできる人は10人に一人程度しかいないのだ。」（『プレジデント』
　1995．12）
　欧米人の多くが、タッチメソッドでパソコンに直接に入力をしている一方
で、清書機と同じような形でパソコンを使っているとしたら、ビジネスにス
ピードの差が出てしまうのは当然であろう。
4．2　タッチメソッドを習得すれば入力は速くなるのか
　タッチメソッドを習得すれば、ビジネスのスピードは上がるのであろうか。
ここ数年、前述したように、まず手書きの速度を測定し、同じ問題を使って
日本文と英文のキーボードで入力速度を測定している。そして、最初のパソ
コンの入力速度と最終講義直前の入力速度を比較して、最後の講義で学生に
フィードバックすることにしている。エクセルで作った入力速度の変化のグ
ラフや表を学生に見せると、「最初はこんなに少なくしか打てなかったのに、
練習するとやはり速くなるんですね。」と納得する。もちろん、書く速度が
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非常に速くて、なかなかパソコンの入力が追いつかない学生もいるが、そう
いう学生でも、レポートを書くときには、パソコンに直接入力するようになっ
たと報告する。「編集も楽だし、同じ文章が色々なレポートで使えることが
ある」からだそうである。
　手書き速度や入力速度の測定に同じ問題を使用しているのは、数年間の比
較ができるからであるが、タッチメソッドを習得すると、一ヶ月で日本語の
入力速度が100文字から200文字（10分間）も伸びる学生がいる。英文の伸び
はもっと著しい。
　　　　　　　表2　学生のキーボード入力の速度変化
学生 10月9日 11月27日 12月4日 12月9日 2月10日
A 153 184 270 236 279
B 276 327 352 343 391
C 365 一 641 603 723
D 229 240 296 257 349
E 179 331 373 384 424
F 130 154 188 218 215
G 174 167 311 264 310
H 79 195 197 199 242
1 155 209 234 234 234
」 205 300 311 411 375
K 122 220 237 179 255
L 160 136 312 171 375
　上記の表は、学生の初回の入力の速度とその後の伸びを一ヶ月ごとに追っ
たものである。12月9日は、検定を実施した。その日に、瞬間的に飛躍的な
伸びを示した学生もいれば、検定の後もずっと練習を続け、少しずつ伸びて
いる学生もいる。確かなことは、練習をすれば確実に速度が速くなるという
ことであり、このことは学生自身が自覚している。
　同じ教室で並んでいても、書く速度の速い学生もいれば、遅い学生もいる
ように、最終目標も個々で異なっている。私はそれで良いと考えている。全
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員が同じハードルを越えるのではなく、各自で目標設定をし、自分でその目
標に到達しようと努力するという教育方法が、もっと行われても良いのでは
ないか。英文の入力の練習をすると、日本語の入力がより正確になり、速く
なる。最初は、「英文は打ちません」と尻込みをしていた学生が、半期で英
語も日本語も速く打てるようになることも多い。次の感想は、半期の講義を
受けた学生のものである。
　　「半期の授業でしたが、最初英語の長文が全然打つことができなかった
　のに、半年で以前より数倍も打つことができるようになった事が一番嬉し
　かった。」
　講義の中で、自分で目標を設定したからこそ、このような達成感が生まれ
るのではないだろうか。
4．3　タッチメソッドの健康面でのメリットについて
　私はタッチメソッドの習得を、将来の自分への先行投資だと学生に教えて
いる。先にも述べたように、タッチメソッドの習得の有無は、ビジネスの面
のみならず健康の面でも、大きな差が出ると考えるからである。英文を清書
する場合、英文は日本語と異なり言葉の変換が無いので、タイピストはほと
んど原稿を見るだけである。画面を見るのは、入力が正確に行われているか
を確認する時だけである。指がキーを覚えているので、間違ったときにはす
ぐにバックスペースキーで修正、その結果が正しいかどうかを画面上で確認
する程度で、目線は二点の移動になる。これに対し、キーボードの配列を覚
えていない場合は、どうなるだろうか。キーボードの配列を確認しながら、
原稿を見ながら、画面の入力を確認する。目線は三点の移動となり、首や肩
の疲れは増大する。長時間の作業になればなるほど、両者の疲れ方の差は著
しくなるのである。
　では、日本語の入力の場合はどうであろうか。日本語には同音異義語が多
いので、必ず変換を確認する作業が必要になる。最近のパソコンソフトのユー
ザー辞書は進歩が著しく、前後の関係からかなり的確な変換を行ってくれる
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が、それでも確認は必要である。タッチメソッドを習得している人が、原稿
を見ながら清書機としてパソコンを使う場合、原稿を見ながら、画面を見な
がらキーボードを叩くという作業をすればよいので、目線は安定した二点の
移動になる。これに対し、タッチメソッドを習得していない場合、キーボー
ドをしばしば見なくてはいけないため、目線は不規則な三点の移動となる。
更に、キーボードの配列を覚えていない場合、指が打ち間違えたと認識をす
るわけではないので、常に画面で入力の正確さを確認するため、神経を集中
させていなければならない。タッチメソッドを習得していないことによって、
仕事の速さ・質の高さのみでなく、身体的な疲れにも大きな差が出てきてし
まうのである。
4．4　タッチメソッドの習得によるメリット
　では、タッチメソヅドの習得によるメリットは、以上のような仕事の速さ・
質の高さや身体的な疲れの削減だけなのだろうか。タッチメソッドの習得に
より、考える速度でキーボード入力できることは、より積極的にパソコンを
活用し、パソコンをツールとして使いこなすメリットを持っていると、私は
考えている。タッチメソッドを実際に習得したと感じる学生は、習得前後の
自分の違いをどのように感じているのだろうか。以下に、実際の学生の感想
を紹介しよう。
　　「今では入学当時と違って、パソコンが使えるようになりました。特に
　タッチタイピングは役に立ったと思っています。キーの場所を覚えること
　により、自然と指を動かすことができるので、タッチメソッドを習得でき
　て良かったと思います。」
　感想の中で一番多いのは、「パソコンを使うのが面倒ではなくなった」と
いうものである。これは、なぜなのだろうか。タッチメソッドを習得した学
生は、自分の書く速度に限りなく近づき、場合によっては、書くよりもずっ
と速い速度でパソコンに入力することが可能になる。確かに、習得の段階で
はキーボードを見ながら打つ従来のやり方より、一時的に速度が落ちる場合
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もあるが、タッチメソッドを一度習得してしまえば、本人がパソコンを使え
ば使うほど、入力の速度は速くなるのである。その結果、パソコンを使いこ
なして文書を作成することができるという自信を持つこともできるのである。
　タッチメソッドを習得すれば、手書きの速度でキーボードに入力ができる。
考える速度でペンや鉛筆を使ってメモをとるのと同様に、パソコンに入力す
ることができたなら、パソコンは清書機ではなくなる。さらに、文書作成編
集などの便利な機能を、考えながら十二分に活用することができるのである。
スピードが重視される時代に、タッチメソッドを習得していないばかりに、
パソコンを十分に活用できないとは、なんと残念なことだろう。にもかかわ
らず、小学校・中学校・高校でもタッチメソッドの指導をしている学校は非
常に少ない。なぜかくも軽視されているのか、私は不思議である。
5．現在の学校でのパソコン教育の問題点
5．1　学生のアンケートに見る小中学校の現状
　現在の小学校・中学校・高校では、どのような情報教育を行っているので
あろうか。ここ数年にわたり、入学してきた短大生に最初の授業でアンケー
トを行ってきた。タッチメソッドは習ったか、アプリケーションソフトは何
を使い、どのような内容について学んできたのかというものである。アンケー
トを設備面に注目してみると、ここ10年問に急激な変化があったことが分か
る。
　2003年8月に『情報処理（1）』を書いた中臣正之氏は、その中で1993年
の農業大学校の実情について、次のように述べている。
　　rいざ、授業となって驚いた。NECのパソコンではあるが、PC9801－Fと
　いう16ビット初期の機械が1台。PC9801－Vmが5台、PC9801－Vm2が4
　台、PC9801－Vxが2台、PC9801－R．xが4台。合計16台の5機種混成なの
　だ。そこへ20人というクラスもあった。」
　農業大学校は、県立の農水省管轄の学校であるが、県内の将来の農業を担
う若者を指導するため、早くからパソコンによるネットワーク化を考えてい
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た学校である。その学校の現状でさえ、1990年代の前半には上記のように決
して恵まれたものではなかった。16台の5機種混成では、一人が一台を確保
できないし、機種により処理速度がまちまちであるため、課題を与えても、
できる学生とできない学生がいることになる。
　1990年代後半、栃木県内の小学校や中学校には次々とパソコンが導入され
た。が依然として、クラス全員が一人一台で学べる体制にはなかなか至らな
かった。上記の農業大学校は、1999年に36台のパソコンとレーザープリンター
4台のLANが構築され、OCN常時接続のインターネットに接続された。数
字の面から見るならば、学生一人に一台が確保され、インターネットの環境
も整うという、ハード面での大きな変化があったのである。
　この10年の間に、タイプライターからワープロヘ、ワープロからパソコン
ヘと時代は移っていった。白鴎大学の英国・米国からみえた先生に伺うと、
欧米では中学校くらいから、提出物は全てタイプアウトを義務付けられてい
るという。であるから、大学でレポートや論文を書く頃には、自然と書くルー
ルもマスターし、タイプアウトも当たり前のように行うことができたという
のである。日本はどうであろうか。この10年間にハード面では進歩したのに、
ここ数年の学生のアンケートを見る限り、タイプアウトを勧めるような指導
が小学校や中学校ではなされていないのである。アンケートから見る限り、
パソコンは自分の意見を発信する道具とはなっておらず、情報を取り込んだ
り、清書機の延長の存在でしかない。
　この残念な現状の一番の問題は、指導者の側にあるような気がしてならな
い。非常に失礼なことを承知であえて言うのであれば、小学校・中学校の指
導者が実際にタッチメソッドを習得しておらず、だからこそ、その重要性を
認識していないのではないだろうか。では現在の小学校や中学校ではどのよ
うな授業が行われているのだろうか。
52　小中学校のl　T授業で私が経験したこと
私自身数年にわたり、地域の小中学校でI　Tの授業の補助を頼まれたこと
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があった。その折に見た現場は、タッチメソッドとはほど遠い世界であった。
　例えば、小学校の低学年では、カルタ作りが行われている。これは、お絵
かきソフトを使って、自分のカルタを一枚作成し、学級全体でカルタを作る
というものである。字もお絵かきソフトやソフトボードを使って、入力する
ものであった。中学年では自分の小さな頃の写真を持ち寄り、スキャナーで
読み込むということをやっていた。高学年では総合の授業を使って、自分の
好きなテーマを選び、インターネットで調べることが多かった。出来上がっ
た文章を見ると、インターネットの色々なサイトの専門家の意見を、そのま
まコピーして貼り付けるという形式の児童が多く、自分がまず文章を書き、
その中に専門家の意見を参考として引用するという形式ではなかった。
　つまり、小学校のどの学年もマウスを使ってカットとペーストを繰り返す
ことによって、文章を作っていく形式が多く、キーボードから直接文字を打
ち込むということはあまりなかったのである。最初から文章をキーボードで
打って入力するには、確かに多くの時間がかかる。一人一台のパソコンが確
保されたと言っても、多くの小中学校ではパソコン室は一つである。パソコ
ン室がフル回転の状態で、ゆっくり時間をかけることは困難な状況の中では、
仕方がない現実なのかもしれない。
　では、中学校ではどうなのだろうか。中学校の場合、主に技術家庭や総合
学習の授業でパソコンが使われていた。例えば、調べものをする段階でアン
ケートを作成する場合にも、手書きではなく、当たり前のようにパソコンで
アンケート用紙を作成していた。それは、ほんの6年位前にMS－DOSを使っ
て、円を描いたり計算をさせたり、アルファベットを入力する技術家庭の授
業に比べれば、言われた内容を繰り返してやるのではなく、自分で考えなが
ら作り出す、創造的な授業内容に変わっていっているといえるだろう。学年
によっては、グループごとに一つのテーマを決めてウェブページを作成し、
学校内でお互いのウェブページを見合って、どこのクラスのどのグループの
ウェブページが良いかを、お互いに評価しあうというような試みもなされて
いた。
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　その一方でインターネットにいつでも接続できるため、時間をかけて一つ
の文章を作り上げるよりは、色々な興味のあるサイトにネットサーフィンし
てしまう生徒も少なからずいた。インターネットを使う授業では、生徒自身
に目的意識をしっかり持たせないと、興味のあるサィトにどんどん道草をし
て、本来の授業目標を達成できない危険があるのである。
　小学校や中学校で気になったのは、彼らの入力する時の姿勢の悪さである。
椅子の上にあぐらをかいたり、ひじをテーブルについて片手の指数本でキー
ボードの入力したりという具合であり、それについて、指導者はほとんど注
意をしないという状態であった。短大の学生に、健康のためにも入力のとき
の姿勢が大切だと伝えると、びっくりする学生が多い。ほとんどの学生が、
今までどんな姿勢でキーボードを打っていても、全く注意されなかったとい
うのである。
5，3　学生のアンケートに見る高校の現状
　学生のアンケートによれば、パソコンを使った授業の内容については、小
学校・中学校までは大きな違いはないが、高校で大きな差が出てくる。その
対応は二分化といっても良いほど、極端である。商業・農業高校では、検定
受験を勧める指導に対し、進学に重点をおいている普通科の学校においては、
パソコンの授業がないところさえある。検定に関しては商業高校・農業高校
では検定の取得が重視されるが、普通高校では部活動以外ではワープロなど
の検定の取得は難しいのが現状であるようだ。検定重視の学校でも、タッチ
メソッドを厳しく指導する学校と、とりあえず検定に合格させる学校と、指
導者の考え方がはっきり分かれているように思われる。とりわけ、週休5日
制になってからは、設備面だけでなく、時間的にも指導者側の事情があるの
であろう。
5．4　英文入力を学ぶことの大切さ
白鴎短期大学部に入学してくる学生の中で、検定の資格を取得していなが
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ら、タッチメソッドが身についていないという学生が多くなってきたのは、
ここ4～5年のことである。日本語の場合、キーボードを見ながらでも、何
とか検定に合格することができる。何故なら、最初に説明したように、日本
語の検定の場合、誤入力のペナルティがあまり厳しくないからである。
　日本商工会議所の日本語ワープロ検定の場合、1文字の誤入力をした場合、
全体の文字数から1文字が減らされるだけである。日本情報処理検定協会の
日本語ワープロ検定の場合は、1文字の誤入力につき2級と準2級で3文字
が減らされ、1級と準1級で5文字が減らされる。これは、以前の英文タイ
プライティングが1文字の誤入力につき、50ストローク（句読点スペースも
含め50文字分）が減らされたのに比べ、正確さに対しては緩いペナルティで
あると言えるだろう。だからこそ、日本語ワープロの検定を取得して来たほ
とんどの学生が、初めて英語ビジネス文書作成技能検定の問題の採点をして、
自分の入力速度が場合によっては0になってしまうのに驚いたのである。
　講義の最後の感想文に、「英文を打つ練習をしたことで、日本文を打つ速
度も速くなりました。」という興味深いものがある。日本文の入力では、ア
ルファベットで使用しない文字がある。例えば、LやXやCはほとんど使われ
ない。それが、ペナルティの厳しい英文の入力を繰り返すことにより、きち
んとキーの配列を覚えることができ、結果的には日本語の入力も速く正確に
なるのである。タッチメソッドを習得した学生は、チャットを話すように楽
しんだり、インターネットでもネットサーフィンを効率よく楽しんでいる。
5．5　タッチメソッドを早期に習得するにはどうすればよいのか
　現在の中学校で、もし最初の数時問で集中的に、正しいタッチメソッド
を習得する指導がなされたのなら、そして英文や日本文の提出物は全てタイ
プアウトして提出するように指導されたなら、多くの中学生は一生キーボー
ドを使いこなすことができるようになるだろう。そのためには、きちんとタッ
チメソッドを教える指導者が中学校にいて、自由に中学生が空き時間に使え
るパソコンがあることが最低条件になるはずである。けれども、多くの小中
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学校では、一人一台のパソコンは確保されていても、パソコン室は常時フル
回転で、空き時間や放課後は施錠されている。パソコンが自由に使える状況
ではないのである。
　では、小学校・中学校でパソコンが自由にならないから仕方がないのであ
ろうか。ここ10年でパソコンの普及は、他の電気製品に例を見ない勢いです
すんだのである。データクエスト社によれば、1995年には約30％であった家
庭パソコンの普及率は、1997年12月には43％、2000年には60％となっている。
又、農林水産省によれば、2001年11月現在、農家のパソコン普及率は53．1％、
パソコンでインターネットを使用している率は32．8％であるという。県別の
パソコンの世帯普及率で見ても、栃木県は平成元年（1989年）には全国で17
位、平成6年（1994年）には13位になっている。
　このように自宅にパソコンがある家が増えている今、タッチメソッドを健
康にも大きな影響を与える技術として、家庭でもきちんと向き合うべきなの
ではないだろうか。子供たちはインターネットやゲームを通して、大人以上
にパソコンに触れ合う機会が増えているのである。I　Tの授業で行った小学
校や中学校で、家にパソコンがあるという子供たちに話しを聞くと、学校で
パソコンに触れている時間よりも、圧倒的に家で触れている時間の方が長い
のである。
　先にも述べたように、タッチメソッドは単に入力の技術ではない。電子メー
ルが発達した現代においては、国際社会で不可欠なコミュニケーションの技
術なのである。小学校・中学校で早期に取り組むのが設備上、どうしても難
しいのであるなら、その設備の不備を嘆くのではなく、家庭で取り組む必要
があるのではないだろうか。携帯でのインターネットやメールは、日本では
大変普及しているが、海外との発信・受信にはパソコンのキーボードからの
入力が必要なのである。マウスを使うだけでは、積極的な発信は難しいので
ある。将来は音声入力が発達するから大丈夫という人もいるが、音声入力の
変換が完全になるまでには、まだ時間がかかるのである。タッチメソッドは、
メリットに富んだ技術であるし、学び方を工夫すれば、親子でも楽しく学べ
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る技術なのである。タッチメソッドを扱ったゲームソフトも多数売り出され
ているが、わざわざ市販のゲームソフトに頼らなくても、キーボードがあれ
ば簡単に学ぶことができる。次に、その学び方を紹介したい。
6．発表する力の基礎となる入力技術をどのように学ぶか
　本学の英作文を担当する講師から、次のような話を聞いた。英作文の講義
は、先生の添削後、学生が再度書き直して提出することになっている。彼女
は最初の講義で「手書きにするか、パソコンでタイプアウトをするか」を学
生自身に選択させた。当然学生の全員がパソコンを希望するであろうという
彼女の予想に反して実際にパソコンの使用を希望した学生はゼロであった。
全員がパソコンでタイプアウトするよりも、何度も手書きをすることを選ん
だのである。
　「パソコンだったら、自分が保存していた最初の文章を修正してプリント
　するだけなのに、なぜ学生はパソコンを選ばないのか。あれだけ、携帯が
　発達して、メールをやっている学生が多いのに、なぜ手書きを選ぶのか」
　彼女は半ば憤って私に質問してきた。
　r日本の教育はどうなっているのか、自分の意見をタイプアウトして提出
　させる訓練がなぜもっと行われないのか。」
　私が白鴎に勤め始めてから、毎年のように英作文担当の先生から頼まれた
ことがある。r英作文の提出物をタイプアウトして出させたい。ぜひ、きち
んとした英文入力の仕方を指導して欲しい。」というものであった。確かに、
日本語の作文で原稿用紙のマスメの使い方は習うが、英文のきちんとした書
き方の指導は少なくなってきているようだ。英文の書き方のルールを学ぶこ
とは、発表の方法を学ぶこと同様、重要なことであるはずなのに、中学校・
高校の授業数の減少に伴い、機会が失われているようである。
　タッチメソッドの習得というと、Jfjfjfjfjfjfjfj……の単調な練習だと
考えている人も少なくない。確かに、基本はホームポジションと呼ばれる8
個のキー（asdfjkll）に指を置くところから始まる。けれども、短大の学
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生は18歳である。小さい子供のように、単純に」班と打つだけでは、楽しめ
るはずもない。それでは、どのようにしたらよいのか。私は講義の中にゲー
ムを取り入れ、楽しみながらタヅチメソッドを身に付ける工夫をしたつもり
である。
6．1　アルファベットのキーの覚え方
1回目の練習
　最初の講義では、キーボードについて説明する。キーボードをよく見ると、
ホームポジションの人差し指に当たるfjの位置には、小さな突起がある場合
が多い。更に、キーボードを触ってみると、左上から右下に流れがあること
に気がつく。卵を持つように、手を優しく丸くキーボードの上に置き、Jの
位置におへそがくるように、きちんと座る。美容上のみの理由であれば、キー
ボードの配列を覚えるまでの数週間は、爪は手のひらから見て、指先より飛
び出さない程度に、短めに切ってくるように約束する。爪が伸びすぎている
と、キーを感じる感覚が鈍るからである。タッチメソッドの最初の講義では、
十分にこのキーボードの流れを感じ取ってもらい、ホームポジションをしっ
かり覚えてもらう。fに左手の人差し指、jに右手の人差し指をのせ、8本
の指をホームポジションに乗せる。場所を確認したら、姿勢を正しくしたま
まで、ひざの上に手を置き、ホームポジションに8本の指をさっと指が置け
るようにする。何度か繰り返して覚えたと思ったら、今度は目をつぶってひ
ざの上に手を置き、「いちにいのさん」でホームポジションに指を乗せ、ちゃ
んと合っているか確認してみる。左右の高さがずれる学生の多くは、脚を組
んでいるので、もう一度姿勢を正しくして、同じことをやってみる。
　ホームポジションを覚えたら、二人一組になってもらい、ゲームをする。
8個のキー（asdfjkll）で考える限りの英単語を打ってもらうのである。
（例）as，ask，add，dad，1ad，sad，fad，
最後に、キーボードの中でのホームポジションの位置をイメージする。
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図1　キーボードを良く見てみよう！キーボードはどんな風に並んでいるだろうか。
2回目の練習
　次の講義では、両方の人差し指が担当している6文字ずつをおぼえてもら
う。frftfgfbfv，jujyjhjnjmという具合に、ホームポジションのfとjを中心
に、人差し指を動かして、角度を感じ取ってもらうのである。frの場合は、f
から指を上段に動かす時に「戻る」感じ、ftの場合はfから指を上段に動か
す時に「伸ばす」感じという具合に、一番よく使う人差し指を丁寧に角度を
感じながら、キーを覚えてもらう。
　この段階で、最初の講義と同じように単語ゲームをすると、かなりたくさ
んの英語や日本語が打てることにゲームをやりながら、気がつくのである。
人差し指（左手rtと右手yu）で十分に角度について敏感になっていると、中
指・薬指・小指は間違えることなく上段（左手qwe右手iop）の入力がで
きるようになっている。
3回目の練習
　下段（左手zxcvb右手nm，．／）の指導は、少し工夫が必要である。例え
ば、fvfbの練習の折に、英文でvbの打ち間違いが非常に多いことを説明し
ておく。fvはr軽く右下」、fbは指をrぐっと伸ばして右下」というように
角度を意識しながら、入力を繰り返す。jmjnも同様である。mとnも、英文
において、打ち間違いが多い文字である。jmの場合は「手首を内側に回転
させるように」、jnの場合は「そのまま左下に指を伸ばす感じ」というよう
に、各自で角度の違いを感じ取ってもらう。asdfのキーの上に置いた左手
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とjkllのキーの上に置いた右手を、下段に下ろすときの感じをよく覚えても
らう。上段の左手をqwerからasd£そしてzxcvに動かすと、キーボードの
流れを再確認できる。上段の右手も同様である。uiopからjkll、そしてm，．／
に動かして、キーボードの流れを確認した上で、ホームポジションから指
を離さずに、下段を打つ練習を繰り返すのである。人差し指と小指はあまり
難しくないのに比べ、中指と薬指、特に、dCSXの左手の入力は難しいと感
じる学生が多いようである。
6．2　姿勢について
　ピアノを習っていた学生の多くがタッチメソッドの技術の飲み込みが速い
のは、正確に鍵盤をたたく練習と共通するものがあるからであろう。ピアノ
を習っていた学生でもう一つ速度に影響があるのは、姿勢の良さである。タ
イプライターでタッチメソッドを教えていた時代には、誰もが姿勢について
もっと厳しかった。なぜなら、不自然な姿勢での長時間の入力は、腱鞘炎な
どの障害をすぐに引き起こしたからである。それに比べ、ワープロやパソコ
ンのキーボードになり、打つ時にも力がかからなってからは、姿勢について
あまり注目されなくなった。けれども、入力の姿勢は、今でも健康を左右す
る大事なものだと私は考えているので、TWIの指導方式を使って指導して
いる。
　最近のキーボード練習ソフトの解説には、リストレスト（手首を置く台）
を薦めているものがある。タッチメソッドを教えている立場から考えると、
リストレストを使いながらの入力は決して健康的ではないと、私は考えてい
る。ピアノを弾く時と同様、タッチメソッドの場合、手をアーチの形にする
方が疲れにくい。それは、アーチ型に手を丸くすることにより、キーボード
からの反発で指が疲れることを最小限にできるからである。リストレストを
使いながら入力をすると、指は伸ばした形での入力となり、長時間の入力で
は、かえって疲れを増すことになる。
　姿勢については、健康を重視するならば、少々椅子が高いと感じられても、
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ディスプレイを見下ろし、キーボードの上に手をアーチ型に丸くして置ける
高さまで椅子を高くする必要がある。この椅子の高さは、大抵の学生にとっ
てはじめは高すぎると感じられるようで、抵抗があるようである。けれども、
椅子の低い状態と高い状態で入力を実際にして比べてみると、椅子の低い状
態のほうが疲れてしまうことが分かる。椅子が低いと、腕をキーボードに持
ち上げるような形になり、ディスプレイも見上げる状態になるからである。
ディスプレイを見上げる状態で長く見つめるのは、蛍光灯を長く見つめるの
と同様、目が疲れるし、乾燥する。ドライアイなどにならぬためにも、ディ
スプレイの位置を目より低くすることは、重要なポイントである。キーボー
ドにのしかかるような椅子の高さは、はじめは抵抗があるかもしれないが、
椅子の3分の2位の部分に腰をかけて、脚を組まずにきちんと地面につけて
入力すると、長時間の入力でも疲れは少ないのである。
　講義では、一番最初の講義の折に入力の姿勢を写真で撮り、最後の時問の
姿勢も写真で撮って比較することにしている。不思議なことに、入力が速く
なる学生は、キーボードを打つ姿勢も美しくなる。以下の写真は、平成15年
度の学生の最後の講義の時の写真である。二人とも背筋がきちんと伸びてい
る。
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6．3　パソコンを生活に取り入れる
　キーボードの位置を覚えたら、キーボード入力の楽しみを知ることが大切
である。講義の中では、全部のキーを目をつぶったままでしっかり打てるこ
とを確認したら、ゲームをする。誰かが思いついた単語を始まりとして、キー
ボードでしりとりをするのである。英語か日本語かは、日によって異なるが、
自分で考えたことをキーボードですぐに打つ練習になる。二人組みになって、
相手の言った単語を聞きながら入力する場合もある。前の週に比べ、入力の
速度が速くなっていることを実感できると、後は時問を決めて学生のやりた
いことをやってみる。自分の好きな曲の歌詞を歌いながら入力する学生もい
れば、チャットが大好きでチャットをする学生もいる。とにかく、自分の考
えていることが指ですぐ打てるという快さを感じることが大切なのである。
　更に、パソコンが自宅にある学生には、できる限り普段の生活の中でパソ
コンに触れる機会を増やすように指導している。パソコンに触れる機会を増
やすことが、タッチメソッドの技術を習得した後、入力速度のスピードアッ
プにつながるのである。白鴎短大の場合、パソコン教室を空き時問に自由に
使えるオープン利用というシステムがある。パソコンが自宅に無い学生ばか
りでなく、ある学生も、友達と一緒にこのオープン利用で課題をやっている
ことが多いようだ。パソコン室で課題をやるために友人と過ごした時問が、
今ではとてもよい思い出になっている、という感想もある。パソコンが自宅
にない場合でも、大学などで積極的にパソコンに触れることにより、学生は
十分に力を伸ばしているのである。
7．タッチメソッドの技術の習得が学生に与えたもの
　タッチメソッドの技術をパソコンを教えるのにあたり、既にタイプライティ
ングの授業にパソコンを取り入れていた実践女子大学に見学に伺ったことが
ある。15年も前のことである。
　r私どもの大学では、検定の受験指導は熱心ではありません。なぜなら
　『実践女子大のタイプライティングの授業で優を取った』と言えば、どこ
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　の商社でも十分にタイプライティングの能力があると認めてくださるから
　です。卒業生が、それだけの実績を作ってくれているのです。」
　と言われて、私はびっくりしたものである。当時、栃木県でタイプライティ
ングの能力を認めて採用してくださる企業は限られていたし、残念ながら
「白鴎短大のタイプライティングで優を取りました」と言っても、通用しな
かったであろう。そこで、学生には、全国どこへ行っても通用する資格とい
うことで、日本商工会議所主催の英文タイプライティングの検定をすすめた
のである。
　英文タイプライティングの資格を取得したことによって、英文を打つこと
に自信を持ち、その技術をいかして就職した学生もいた。昭和63年から平成
3年まで、ミシンの輸出を行っていたシンガー日興（株）に入社した卒業生
は6名いるが、そのほとんどがタイプライターを使っての貿易業務について
いた。10年くらい前になるが、宇都宮に英文タイプライティングの検定試験
の状況を見に行ったところ、卒業生が現れた。日頃、貿易文書を打っている
タイピストであるが、自己研鑛のために英文タイプライティング検定を受け
るグループを作って、練習をしているのだという。検定中、彼女たちは見事
なタッチメソッドで、検定試験の問題を打っていた。
　現在ではセカンドスクールも珍しくないが、1990年代の大学はあくまでも
研究の場であり、技術など実学を学ぶところではないという時代であった。
けれども、検定を受験した学生が、その技術を活かそうとシンガー日興（株）
に就職したり、より上の技術を目指して、就職後も検定にチャレンジする姿
に私は感動を覚えた。技術を学ぶことは、研究することに比べれば、あまり
に実務的であるのかもしれない。けれども、技術を学ぶことにより、自分に
自信を持ち、より高いものヘチャレンジしようという意欲を持つ学生が多く
いるということを、私は白鴎短大での16年間に学生から教えられたのである。
　高等教育の場でも、技術を学ぶことを軽んじるべきではないのではないだ
ろうか。「できる」という確かな自信は、次へのチャレンジヘの足がかりに
なるのである。タッチメソッドという技術をこの学校で学生に伝えることが
一139一
川口桂子
できたことに、私は今心から感謝している。
　最後に、今回の原稿を作成するにあたり、TW　Iの指導方式についてアド
バイスしてくださった日本産業訓練協会講師の溝口卓男先生、中学校の「技
術」の現状について説明してくださった中学校の猪野雅彦先生と間中理恵先
生、農業高校の現状について説明してくださった中臣正之先生、そして写真
を撮ることに協力してくれた短大の学生たちに、心から感謝の意を表したい。
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